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No. 日本鍼灸師会の
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■編集部　「和食」は世界に誇れるわが国独自
の食文化だと言えますが、その大切さを若い世代
に伝えていく意義についてお聞かせください。
●清水先生　日本の食というのは長い歴史があ
って現在があります。日本列島は北から南に長
く、気候や風土が違うようにそれぞれの土地でと
れるものがみな違うわけです。この『とれるもの
が違う』ということを知らなければなりません。
　日本には四季がきちんとあり、うららかな春の次
には暑い夏が来て、次に涼しい秋というように季節
がうつり、寒い冬の次には芽吹きの春が来ます。

　身近な土地でとれる旬のものを食べることが健
康につながります。その土地でとれたものを、そ
の土地で消費するという、いま流行りの『地産地
消』が体には一番良いのです。
■編集部　快適すぎるといわれる今の生活が、
四季の変化を感じにくくしているのですね。
●清水先生　人間は春が来ると細胞が活発になっ
てよく動くようになるわけですから、自然の働きを
上手にとらえて、四季折々のものを食べなければ健
康にはなれません。つまり、その風土に合った旬の
ものを食べるということが大切ですね。ですから私
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料理研究家 清水信子先生
プロフィール：清水信子（しみずしんこ）
料理研究家。旬の素材を生かした懐石料理から家庭料理までを
幅広く手がけ、日本の食文化である「和食」の伝統と智恵を活
かし、若い世代のライフスタイルに合わせた食生活の創造と研
究に熱い思いを注ぐ。「ＮＨＫきょうの料理」をはじめ、テレビ、
ラジオ、雑誌、料理講習会で活躍中。「和食かんたんおけいこ帖」
など著書多数。東京都在住。

四季を通じて変化し、
私たちの命の糧・健康の源となるたべもの

「元気の源は日本型の食生活から」
わすれていませんか？

和食の文化・智恵・楽しさ・効果

「
日本鍼灸師会の

」の創刊にあたり、健康的な生き方を考えるなかで、私たちの命の
糧であり健康の源となる「食」の大切さ、四季が育む日本の豊かな食文化について、
料理研究家・清水信子さんにインタビューさせていただきました。
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インタビ ーュインタビ ーュ この人に聞きたいこの人に聞きたい ー料理研究家 清水信子先生ー

は寒い冬には、体を冷やす夏の食材であるトマトや
ナスはなるべく食べないようにしております。
　ですが、体を冷やす食材を使わざるを得ない場合
では、ショウガ、ニンニク、ネギなどの体を温める
食材を使い、油を使って炒めたり、煮たりして熱を
加えて調理すれば体を温めることができます。
■編集部　昨今はファストフードが全盛で、子
供の健康に危機感を抱く方が増えてきました。
●清水先生　京都大学大学院の伏木亨教授が
「子どもの味覚は６歳までに決まる。その間にき
ちんとした日本食を食べさせなければいけない」
と力説されています。
　人間は30歳くらいになると基礎代謝量が減っ
てそれほどエネルギーを必要としなくなります
が、その頃になると６歳ごろの味覚に戻るといわ
れています。ですから、6歳までにきちんとした
日本食の味を覚え込ませていれば、低カロリーで
ある日本食への回帰が容易となり、健康な身体に
も返りやすく、結果的にメタボリック症候群など
にもならなくてすむのです。
　また、子どもが生活習慣病にかかってしまって
治療を受けなければならなくなる原因の一つに
は、小さいうちからファストフードなどの味に慣
れさせてしまうことが関係していると、伏木先生
は強くおっしゃっていますが、私もそのとおりだ
と思います。
■編集部　鍼灸の臨床現場でも、食事チェックと
指導を心がけることが大切だと痛感します。
●清水先生　間違った食事は恐ろしいもので
す。これを知らないで子どもたちに食べさせると

いうことは、もっと怖いことです。これからの世
代を引き継いでいく自分の大切な子どもなのです
から、命の糧、健康の源である食をおろそかにし
てはいけないと思います。
■編集部　最近は低体温の方が急増していま
す。日々の食生活を改善する方法を患者の皆さま
から聞かれることが多いのですが、やはり大切な
ことですね。
●清水先生　そのとおりです。最初にお話しし
ましたように、日本列島は地域や季節によってと
れる作物が違うわけで、冬になるとダイコン、ニ
ンジン、ゴボウなどの根菜類がたくさん出まわ
り、ホウレン草や小松菜なども霜にあたって育ち
ます。温室で育ったものは形も色もきれいです
が、露地栽培で霜にあたったチヂミホウレン草
は、葉が厚く葉の隅が枯れていたりして、見た目
はよくありません。しかし、その根を切って水に
漬けるとまるで蘇ったように「ボクはがんばって
いるぞ！」という形になるのです。その『がんば
り』が大事なことで、それを食べるから元気をい
ただくことができるのです。食生活を変えること

著 書 紹 介

 家の光協会 NHK出版 主婦と生活社

清水先生の想いがこもったお料理本のご紹介

清水先生にお話を聞く
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いてはいかがでしょうか。
●清水先生　国土の多くは山ですが、山の木が
水の浄化を助け、空気もきれいにします。山はい
ろいろな栄養を水の中に取り込み、その山から流
れ出た水が水田を潤してくれます。木を倒し水田
を減らしてどうするのでしょう。水田は日本文化
の根源ですからね。
■編集部　今年、日本鍼灸師会は創立60周年を
迎えます。記念公開講座では、清水先生から多く
の皆さまに食の大切さを伝えていただきたいと思
っています。
●清水先生　このたび、皆さまが組織される日
本鍼灸師会から記念講演のご依頼をいただきあり
がとうございます。
　会場に足を運んでくださる方々に食への関心を
今まで以上にもっていただき、そこから少しでも
食を考えるお気持ちが広がっていくようになれば
と思っております。
　食に関することを私たちがより多くの皆さまに
お伝えすることによって、どなたかが「そうかも
しれない」とか、「そうだ！」と気づいてくださ
り、そこから周りの方々に伝わっていけば良いで
すね。『一人を知ることによって百人を知る』と
言われますからね。
　日本鍼灸師会が催される事業によって、多くの
皆さまが食の大切さに目覚められ、健康を願うお
気持ちがさらに広がることを期待しております。
皆さまのご来場を心からお待ち申しあげます。
■編集部　どうぞよろしくお願いいたします。
５月の講演を楽しみにしております。
　本日は、ありがとうございました。

で低体温が快然され抵抗力も高まります。
■編集部　食を考えるうえで栄養やカロリー計
算なども大切なことでしょうが、多くの方が数字
にこだわりすぎているのではないでしょうか。
●清水先生　食事に何が足りないか、何をとりす
ぎているかなどを計算して知ることは大切ですが、
あまり数字にこだわらず、あくまでも目安と考えた
ほうがいいでしょう。多くの情報の中からいいもの
は試してみて、選択する力を養うことも大切です。
生き物の命をいただくことへの感謝、ご飯を作って
くれた人の気持ちを考え真摯な態度で食べること、
そして、物をむやみに捨てないことは、人間として
あたりまえに大切なことですね。
■編集部　自然栽培には人工栽培にはない
『力』があります。その『力の差』をよく考えな
ければなりませんね。
●清水先生　人間は土から生まれて土にかえる
ものだと思っています。今は人工的に光と熱と水
で作る水耕栽培という方法がたいへん流行ってい
るのですが、不自然な栽培方法で育ったものを食
べる気にはなりません。光や熱や培養液がどんな
にすぐれたものであっても、土の力を借りないも
のに底力はないのではないかと思います。
　日本は南北に長い地形で北と南ではとれるもの
が違いますが、常にその土地で暮らす人々の体に
合った旬のものが収穫できますから、旬を忘れな
い食生活をおくるということが、大切なキーワー
ドだと思います。
■編集部　いま、水田がどんどん減って主食で
ある米の自給率低下が心配されています。なんと
かしなければという声が聞かれますが、これにつ

（社）日本鍼灸師会 創立60周年記念市民公開講座　入場無料

テーマ 「元気の源は日本型の食生活から」
    　　講師 料理研究家　清水信子　先生

 日 時 平成22年５月16日(日) 10：30～11：40
 会 場 ホテルグランパシフィック　ル・ダイバ
  〒135-8701 東京都港区台場2-6-1　
   TEL 03-5500-6711
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日本鍼灸会館での筋力アップ教室

　筋力アップ教室は、健康講話とストレッチ、軽
運動をそれぞれ10分間、60分間の筋力運動、10
分間のストレッチで仕上げるトータル90分間の構
成でおこなっています。
　10分の健康講話内容については、「低栄養」
と「口腔ケア」を必須項目として、以下の内容を
紹介しました。

 健康講話　　　　　　　　　
● インフルエンザ対策について
● 老年症候群について
● 東洋医学について
● ツボについて
● 骨について
● 認知症について
● 水（水道水）について
● 低栄養について（２回）
● 口腔機能（口腔ケア）について（２回）

　健康講話のあと10分のストレッチ（準備体
操）を経て筋力アップ運動を60分実践します。
　
 ストレッチ・筋力アップ運動

● 用具を使用せず手軽に実行・継続できる運動
● 簡単かつ効率が良い運動
● 覚えることが容易で実生活に密着する運動

　介護を予防するために必要な運動をコンセプ
トに、立ち上がり・階段昇降・歩幅改善・前後
左右への転倒予防・歩行速度改善などに必要な筋
肉をつけることを目的として、高齢者向けの運
動（包括的高齢者運動トレーニング＝CGTとい
う）を実践し、方法・意義などを説明しながらお
こないました。

筋力アップ教室（地域支援事業）で介護予防!!筋力アップ教室（地域支援事業）で介護予防!!

　地域支援事業として、豊島区の委託を受けた（社）東京都鍼灸師会
が、筋力アップ教室を開催しました。指導にあたった鍼灸師は、東京都
老人総合研究所登録の介護予防運動指導員で、豊島区大塚にある日本鍼
灸会館と豊島区の公共施設において、それぞれ14回行われました。

　さらに第1回目と第13回目には体力測定をお
こない、筋力アップ教室に参加してどのように
筋力・体力が改善したかを数値と統計学から実
感していただきました。

 事前・事後評価の体力測定の内容

● 握力（上肢の筋力）
● 膝伸展力（下肢筋力）
● ファンクショナルリーチ（動的バランス）
● 開眼片足立ち（バランス）
● 長座位体位前屈（柔軟性）
● 通常歩行速度（移動能力）
● 最高歩行側後（移動能力）
● タイムアップ＆ゴー（機能的移動能力）
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豊島区公共施設での筋力アップ教室

「介護予防運動指導員養成講座（岡山県開催）」
は 6ページをご覧下さい。

● いろいろ勉強になりました。もっと長く続け
てもらいたい。

● 年齢的に心配しましたが参加して自信がつ
き、たいへん有効だったと思います。

●  おかげさまで足の具合がよくなりました。
● 少しずつですが、筋力がついてきたと感じて
います。

● 日常生活の中で身体が軽く動きます。
● 教室が終わったあとスッキリできて気持ちよ
かった。

● 参加させていただき元気がでました。
● 少しずつでも教えていただいた運動を続けて
いきたいと思います。

● 年をとると栄養もあまり考えずに好きなもの
だけ食べてしまうので、これからは考えなが
ら食べて暮らします。

● 楽しく運動できました。
● 体操するのが苦にならなかった。
● 皆さんと過ごすのが、毎回楽しみでした。
● 無理のない進め方でおこなうことができてよ
かったです。

● また参加したいという気持ちが自然に出て楽
しい時間でした。

　アンケートへのお答えから、今回の筋力アッ
プ教室（地域支援事業）に参加された方々の健
康や、身体に対する関心や意識が変化されたこ
とだけでなく、鍼灸師に対して新たな認識を持
たれたことと思います。
　指導にあたった鍼灸師がおこなった運動や講
話の内容は、介護予防運動指導員養成講座で習
得したもので、科学的・合理的なものですから
信頼度が非常に高いものです。
　アンケートへのお答えからも参加された地域
在住高齢者の方々には、たいへん喜んでいただ
けたものと手応えを感じています。
　次回は「介護予防運動指導員」として「地域
支援事業」で活動している全国の鍼灸師の活躍
を紹介いたします。

（日本鍼灸師会 介護保険部）

Ｑ１

A

Ｑ2

A

　教室の最終日にはアンケート調査を行い、参
加された皆さんから以下のご回答をいただきま
した。

筋力アップ教室に参加して鍼灸師にど
のようなイメージを持ちま
したか？　

● 指導員の方の親切ていねいな説明や指
導がわかりやすかった。

● はじめは怖い印象を持っていましたが、優し
く話しかけてくださったので安心して聞くこ
とができ心が癒されました。

● お薬も病を治すために必要だと思いますが、
自分の身体をよく知って自然に治せる力もあ
ることがよくわかりました。

● ツボの話が具体的で説明がわかりやすく、東
洋医学に興味がもてた。

● 鍼灸師の方が運動をしてくださるとは思いま
せんでした。とてもいいですね。

● 皆さん明るく親切で鍼灸師という職業を見な
おした。

● 東洋医学に精通していて、とても頼りになる
と感じました。

● わかりません。

　
筋力アップ教室に参加しての
感想は？

● 医学的なことを詳しく教えてくださっ
て、自分や家族のためによかったと思
います。

● 自分ひとりでできる運動がとても助かりました。
● 知識と行動が一緒になったようです。

筋力アップ教室で介護予防
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第18回介護予防運動指導員養成講座が開催決定！第18回介護予防運動指導員養成講座が開催決定！

NHK連続テレビ小説「ゲゲゲの女房」施灸シーン  
 が登場しました

！

世界の鍼灸・日本の鍼灸世界の鍼灸・日本の鍼灸
国際部便り

　3月18日～21日まで、米国のノースカロライナで米国鍼研究学会（Soc i e t y f o r 
Acupuncture Research。以後SAR）の国際学会が開かれ、各国から最新の知見が報告されま
した。
　SARは、その会員の多くが1997年の「NIH（National Institutes of Health：国立衛生研
究所）鍼のコンセンサス形成会議パネル声明」作成に深くかかわっていました。このパネル声明
は鍼の効果について「鍼がたいへん有望な疾患」と、「鍼が役に立つかもしれない疾患」を提示
しており、その後の世界に大きな影響を与えています。
　今回は基礎研究や臨床研究で明らかになったことを、いかに迅速に「患者さんのケアに適用す
るか」に焦点をあてた学会でした。

（日本鍼灸師会 国際部）

第18回介護予防運動指導員養成講座が開催決定！

　３月29日から始まったNHK連続テレビ小説「ゲゲゲの女房」の撮影に（社）東京都鍼灸師会が協
力しました。４月１日の放送ではミツバチに刺されたときに「ヨモギの葉を使って…」というセリ
フがあり、４月５日（月）には持病のリウマチ…というナレーションとともに施灸シーンが登場し
ましたが、皆さんはご覧になりましたか？
　施灸シーンは数回登場しましたが、ドラマ設定された昭和30年代をなつかしく思い出された方も
いらっしゃったのではないでしょうか。

（社）岡山県鍼灸師会の協力により７月11日からスタート！
7月11日（日）・18日（日）・19日（月）・25日（日）、8月1日（日）

受講資格： はり師、きゅう師、医師、歯科医師、保健師、助産師、看護師、理学療法士、
作業療法士、介護福祉士、歯科衛生士、あん摩・マッサージ・指圧師、柔道整
復師、栄養士（管理栄養士を含む）、介護支援専門員、健康運動指導士、商業ス
ポーツ施設指導者（初・中・上級、日本体育協会）、スポーツプログラマー１種・
２種（日本体育施設協会）、体育系大学及び総合大学の体育学部並びに社会体育
系専門学校等卒業者、訪問介護員２級以上で実務経験２年以上の者

■ 詳細については （社）日本鍼灸師会ホームページをご覧ください
■ お問合せ （社）日本鍼灸師会事務局　TEL 03-3985-6771

日本鍼灸師会 介護保険部ニュース
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　◆プライマリ・ケア症状編

Ⅰ．「難聴・耳鳴りへの対応」
慶應義塾大学医学部　耳鼻咽喉科　教授

　　　　　　　　　　　　　  小川　郁 先生　

　難聴と耳鳴りは聴覚障害の２大症状であり、
あらゆる聴覚路の障害によって生じうる。近
年の神経生理学的検査や画像検査の進歩によっ
て多くの難聴の病態診断が可能になり、その病
態に応じた治療や補聴器、人工内耳による聴覚
リハビリテーションが行われるようになってい
る。しかし、聴覚の異常感覚である耳鳴りはい
まだ客観的検査法がなく、痛みと同様に感じ方
や苦痛度に個人差が大きい自覚的症状であるこ
とから、その病態および成因はまったく推測の
域を出ていない。
　最新の医療技術の進歩には目を見張るものが
あるが、耳鳴りの診療に目を向けてみると、こ
の半世紀に臨床導入された画期的な治療法は皆
無であるといっても過言ではない。しかし、耳
鳴りはごくありふれた症状であり、日常診療で

厚生労働省後援（社）日本鍼灸師会・（社）東京都鍼灸師会 共催

第58期  通算第698～699回学術講習会第58期  通算第698～699回学術講習会
（社）日本鍼灸師会は鍼灸学術および鍼灸の医学的研究の振興と
鍼灸師の資質向上をはかるために講習会や講演等を行っています。

第698回 学術講習会
2010年2月28日（日）日本鍼灸会館

は頑固で激しい耳鳴りを訴える患者が後を断た
ない。このように医療技術の飛躍的な進歩から
も取り残されつつある耳鳴り診療に大きな風穴
を開けることはこれからの重要な責務である。
　今回は、聴覚障害の２大症状である難聴と耳
鳴りについて、その病態および治療戦略に関す
る最近の知見について述べる。

　◆鍼灸治療編［共通］

Ⅱ．「ボディーワークを用いた鍼灸治療」
（社）日本鍼灸師会臨床研修会講師指導員

 元吉　正幸 先生

講演中の小川郁先生 講演中の元吉正幸先生

　鍼灸師の臨床で扱う運動器の疾患のなかでも
「心のストレス」が関与する心療内科的な問題
が絡む症例は多く、また「心のストレス」が内
科的疾患としてあらわれる「心身症」に対し
て、鍼灸治療が選択されることは非常に多く、
一定の効果をあげています。
　「心身一如」という、体と心は相関している
ということからすれば、体が楽になれば心も楽に
なるのは当然のことです。このことから、心から
体にアプローチすることを目的とする心理療法を
学び「心と体」のセラピストを目指しました。
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　しかし、対話による認知療法的な技法は専門
的に学ぶにはかなりの時間がかかり、これから
先どうしたものかと思案しているうち、心理療
法の中でもボディアプローチによる技法に出会
い数々の流派を見聞体感し、「ボディーワーク
によるリラクゼーション」技法を体得し患者に
応用するようになりました。その結果、もとも
と心理療法なのですから心因性疾患には有効な
のですが、ボディーワークの数々の流派の「診
立て」は鍼灸治療をする際に非常に役立ち、治
療の方針も立てやすくなりました。
　「漸進的筋弛緩法」の創始者ジェイコブソン
は「不安な心はリラックスした体に宿ることは
できない」という言葉を残しています。生理学
者である渡辺俊男先生は「リラクゼーション」
の著書で、これを日本に広めました。成瀬悟策
先生はこの技法を応用発展させ「臨床動作法」
を開発し多くの臨床成績を上げる一方、日本の
心療内科の創始者である池見酉次郎先生は交流
分析の日本への導入は有名ですが、肝をつくる
ことや東洋思想の心身医学への導入の重要性を
説いています。
　今回は「漸進的筋弛緩法」によるリラクゼーシ
ョンと「臨床動作法」を用いた心身症へのアプロ
ーチの理論と実習をおこない、池見酉次郎先生の
「肝つくり」を体感し、鍼灸治療での「診立て」
の方法と鍼灸実技、また、日常生活指導として
は、アレクサンダーテクニックによる体の正しい
使い方の理論と実技をおこないます。

　◆医療安全リスクマネジメント
 ［安全リスク専門］

Ⅰ．「脳卒中の最前線」
ー知っておきたい前兆と発症時の対応ー
東京都済生会中央病院　院長（神経内科）

 高木　誠 先生

第699回 学術講習会
2010年3月28日（日）日本鍼灸会館

　脳卒中は脳の血管の異常によって起こる病気
で、血管が詰まるタイプの脳梗塞と血管が破れる
タイプの脳（内）出血、クモ膜下出血の3つに分
類されます。
　脳卒中の症状は突発することが特徴です。脳梗
塞、脳出血の症状は同様で、半身の運動麻痺（片

講演中の高木誠先生

麻痺）やしびれ、言語障害、視野障害や複視、
めまいとふらつきなどが主な症状です。周りの人
は脳卒中かなと思ったら、顔のゆがみ、上肢の麻
痺、言語障害の3つのポイントに注意してチェッ
クを行い、どれか一つでも異常があれば脳卒中の
可能性が高いと考えて下さい。
　クモ膜下出血の症状は脳梗塞、脳出血とは異な
り、突然起こる今までに経験したことのない頭痛が
特徴です。脳卒中の疑いがあると思ったら、その場
で楽な姿勢で横向きに寝かせ（麻痺している側を上
にする）、直ちに救急車を呼ぶことが大切です。
　東京都では平成21年3月より、駆けつけた救急
隊が脳卒中の疑いありと判断すると脳卒中の専門
的治療が行える最寄りの病院へ搬送する体制を整
えました。
　脳卒中は前兆なく発症することが多い病気で
すが、脳梗塞の場合は約3割に一過性脳虚血発作
（TIA）という前兆がみられます。TIAの症状は脳
梗塞と同様ですが、一般的に脳梗塞よりも軽症
で、持続時間も数分から1時間以内と短時間でな
おってしまうことが特徴です。しかし、一過性だ
からといって安心することは禁物で、TIAの後、
24～48時間以内に本格的な脳梗塞の発作が襲って
くることがあります。脳梗塞に準じてただちに専
門病院の救急外来を受診して下さい。
　発症3時間以内の脳梗塞にはt-PAという詰まった
血管を再開通させる血栓溶解療法が有効です。3
時間を超えると脳梗塞は完成してしまい、再開通
によっても症状の改善は見込めず、t-PAによる治
療は逆に脳梗塞の中に出血を起こし、症状を悪く
してしまうこともあります。TIAの状態で受診すれ
ば、抗血小板薬や抗凝固薬の投与により脳梗塞の
発症を予防することができます。早期診断、早期
治療が脳卒中のもっとも大切なポイントです。

●平成22年2-3月学術講習会
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平成22年2-3月学術講習会●

　一般の鍼灸治療において頚や肩、腕への痛みやし
びれを訴えて来院される患者さんは、少なくないと
思われます。当院でも、単なる「頚や肩のこり」も
含めますと「腰痛」に次いで多い訴えです。
　また、厚生労働省が発表した国民生活基礎調査
の結果でも、「肩こり」の訴えは、常に上位にあ
ります。そして、鍼灸保健取扱い対象の疾患に
は、「頚腕症候群」や「五十肩」といった、頚や
肩、腕への痛みやしびれを訴える疾患が含まれて
おります。
　そのような中、我々開業鍼灸師にとっても「頚
や肩のこりや痛み」に対して、いわゆる「肩こ
り」として対応してよいのか、あるいは、上肢へ
の症状も訴えている場合に、その原因が何処にあ
るのかを鑑別することが重要であることは言うま
でもありません。
　そこで今回は、「頚・上肢痛」の中でも特に鍼

　◆鍼灸治療編　［共通］

Ⅱ．「頚・上肢痛の鍼灸臨床」
（社）日本鍼灸師会学術局 学術部長

 三浦　洋 先生

灸臨床で多く扱う「頚椎症性神経根症」に「胸郭
出口症候群」と「頸肩腕症候群」の病態と臨床像
から診察のポイントについて皆さんと確認させ
ていただきます。さらには、今年の医道の日本2
月号に掲載されました「鍼灸鑑別ガイドライン素
案」の中から「頸腕症候群」についても提示しま
すので、ご意見をいただければと思います。
　どのような鍼灸治療を行うかも重要ではありま
すが、鍼灸臨床の現場では、患者さんの訴えに対
してどのように対応するのかが、より一層に求め
られてきているのではないかと感じております。

講演中の三浦洋先生

第59期学術講習会
（社）日本鍼灸師会は鍼灸学術および鍼灸の医学的研究の振興と

　　鍼灸師の資質向上をはかるために講習会や講演等を行っています。

【平成22年度学術講習会の会場と年間日程は以下のとおりです　※すべて日曜開催です】
■東京（日本鍼灸会館）　6月27日・7月25日・8月22日・11月28日・12月19日
■札幌（札幌サンプラザ：北海道鍼灸師会担当）　9月26日・10月31日
■大阪（森ノ宮医療学園：大阪府鍼灸師会担当）　1月30日・2月27日・3月13日

平成22年度 第59期 通算 第701回 日程および講習内容
日　時：2010年5月23日（日）13：00～16：15
会　場：日本鍼灸会館 2F講堂（JR山手線「大塚駅」・地下鉄丸の内線「新大塚駅」から徒歩4分）
会　費：会員・学生￥3,000 ／ 一般￥3,500

現在調整中
タイトル、講師につきましては現在調整中です。ホームページに掲載しますのでご確認ください。

■鍼灸治療編　「変動経絡検索法（VAMFIT）と天・地・人治療」－鍼灸医術の根本的治療システム－
 【共通】  日本鍼灸理療専門学校講師　木戸 正雄 先生

（社）日本鍼灸師会（社）東京都鍼灸師会　共催　　後援：厚生労働省
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　日鍼会青年部結成40周年を控え、初代青年部
長の故・吉村幸男先生をはじめとするはるか先
輩方に思いをはせてみた。
　私も大阪であるため、亡くなられる前の数年
間というぎりぎりのところで吉村先生とは接す
る機会を与えられた。
　その頃、私はまだ日鍼会青年部長ではなかっ
たので、初代青年部長と現青年部長との対話
というわけではなかったことは残念な気もする
が、それでも接することができたこと自体は青
年部長として嬉しく感じている。
　「鍼灸はいいよぉ～」といった調子でお話し
いただいたことを覚えているが、「鍼灸がい
い」という、同業からは言われるまでもない、
あるいは、言うこともない言葉を直球で投げら
れたことに驚きつつ、ただ「はい」とだけ申し
上げた。
　さて、正直に申し上げて、理事であるとか、

昭和38年発行の大阪府鍼灸師会会報より転載

患者の皆さまから学び、先輩に支えられて
「日鍼会青年部は結成40周年」です

部長であるとか、そういう類のことは面倒なの
でやりたくないというのは私だけではないと思
うが、時々どこからか沸き起こる「こんなこと
に付き合っていられない」などと思う気持ちを
なだめてくれるのは、この吉村先生を始め、あ
らゆる先輩の生き方や言葉であったりする。
　全国の各鍼灸師会においても、過去の印刷物
などに目を通されると、会ったこともない先輩
たちが言葉を残してくれているのを見つけるこ
とができるので、文書の捜索をされてはいかが
だろうか。そこには、毎日の臨床で接する患者
の皆さまだけでなく、多くの人々との会話に必
要なエッセンスが凝縮されている。
　患者の皆さまの言葉と先輩たちの言葉から
「治すコツ・治すツボ」を学ぶことができる。
　過去の文書を読んで「青年部結成から40年と
いう時間」をこのように想いました。
 （青年部 重田栄一）

患者の皆さまから学び、先輩に支えられて
「日鍼会青年部は結成40周年」です

Japan Acupuncture & Moxibustion Association's Section of the YouthJapan Acupuncture & Moxibustion Association's Section of the Youth
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第６回（社）日本鍼灸師会全国大会in京都は、
青年部の大きな節目となる大会です！

国民の健康を考え、鍼灸の将来を見据え・・・40年前の熱い気持ちを京都で復活！

第６回（社）日本鍼灸師会全国大会in京都は、
青年部の大きな節目となる大会です！

　今年10月に第6回全国大会が京都で開催さ
れますが、これは、青年部全国集会としては
第47回ということになります。
　第1回青年部全国集会は、昭和46年10月23
日に広島県で「第1回青年鍼灸師の集い」とい
う形で開催され、ときには年に2回開催しなが
ら脈々と続き、今年で47回目を迎えます。
　手元に現存するいくつかの過去の青年部資
料に目を通しますと、先輩方のご苦労がよく
わかりますが、その熱い空気感に関してうら
やましい気持ちになります。
　日本鍼灸師会（以下、日鍼会）の青年部が
結成されたきっかけとなったのは、昭和45
年（1970年）10月23日の「青年部結成準備
会（東京・上野）」となっていますが、これ
は、同日同所で開催されていた第20回日本鍼
灸治療学会学術大会に参加していた青年鍼灸
師に対し、日鍼会より一足先に青年部を有し
ていた大阪府鍼灸師会の青年鍼灸師らが日鍼
会青年部結成の呼びかけを行い、約50名の青
年鍼灸師が集まったと伝えられています。
　そして日鍼会は、すぐさま大阪の青年部長
であった吉村幸男先生を日鍼会青年部長に指
名し、翌年の「第１回青年鍼灸師の集い」開
催に至ったということです。
　以降の集会につきましては、機会があれば
触れていきたいと思いますが、取り上げられ
ていた問題はおおむね今とたいしてかわらな
いように思います。
　ただ、当時は気持ちが熱すぎるといいます
か、主張色が強いような印象があり、この点
は現在の「形骸」と言われても仕方のない青
年部とは大きく異なります。

　少人数だからこその雰囲気かも知れません
が、現在の我々執行委員を含めて、もう少し
燃える気持ちが湧き出る何かを掴むことがで
きればと思います。
　前述の青年部結成準備会の開催日のところ
でお気づきの方もおありかと思いますが、平
成22年の今年、つまり2010年の10月は、青
年部結成の起点よりちょうど40周年の節目と
いうことになります。
　青年部はだいたい「40歳くらいまで」とい
う見方が多いのですが、その意味では、ほか
ならぬ青年部自体が「青年部卒業」の年にな
ってしまったわけであります。
　ともかく、「第47回日青全国集会 in 京
都」は「日本鍼灸師会青年部結成40周年記念
大会」と表現してもいい大会ですから、青年
部としては一層気合を入れなくては・・・。
　そういうわけで、日青結成40周年の日青全
国集会をそれに値する内容とするべく、我々
執行委員一同は全力を尽くしてまいります。
　執行委員の中でも、特に笠原委員（近畿ブ
ロック長・京都府鍼灸師会所属）は、全力を
通り越して、もはや死力を尽くしていると言
っても過言ではありません。
　将来の鍼灸医療を担う青年鍼灸師の皆さん
には、国民の健康を考えるとともに鍼灸の将
来を考える大会となるよう、2010年10月に
は、ぜひ世界的観光都市・京都にお集まりい
ただきますようお願い申し上げます。

（青年部委員一同）
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今年10月、世界的観光地 京都が全国大会の舞台になります

第６回（社）日本鍼灸師会全国大会 in京都 第10回臨床学術大会　　
第47回日青全国集会

日本鍼灸師会ホームページ紹介

www.harikyu.or.jp 

日本鍼灸師会ホームページで以下をご覧いた
だくことができます。
● 鍼灸ってなんだろう？
● 鍼灸ってどんなことをするんだろう？
● こんな症状に効果があります
● 鍼灸師の資格とは？
● 健康保険で鍼灸治療を受けられる病気とその
手順について

● 「鍼灸のすすめ」PDF版UP！
● 鍼灸医療推進研究会による鍼灸ファクトブック
● 都道府県鍼灸師会の公益活動予定
● 都道府県鍼灸師会の公益活動報告
● 鍼灸ニュースレター

大会期間 平成22年10月10日（日）～11日（月・祝）
会　　場 京都テルサ（京都府民総合交流プラザ）

大会第２日に「府民公開講座」 開催 入場無料第４３回東洋鍼灸
医学大講演会

1994年に「古都京都の文化財」としてユネスコ世界遺産に登録された鹿苑寺（金閣寺）と、
「清水の舞台」で有名な清水寺。京都にお出かけのときは、ぜひ世界遺産をご覧下さい。
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～よい治療は よい鍼で～
・豊富な種類の「鍼」を用意しています。
材質……ステンレス・金・銀・コバルトから選べます。
寸法……5分から3寸まで鍼体の長さが選べます。（別寸法あり）
線径……0.10～0.50まで鍼体の太さが選べます。（ＳＴの場合）
滅菌……業界唯一放射線滅菌済み鍼（ディスポ鍼）もご

提供しています。⇒安全・安心してお使いになれます。

てい鍼、ローラー鍼、小児鍼などの接触鍼・鍼管・鍼ケース・
鍼皿・線香……オーダーメイドのご相談もお受けします。

中国鍼、皮内鍼、円皮鍼、短鍼なども取り扱っています

・豊富な種類の「鍼灸用具」を
用意しています。

詳細はお問い合わせ下さい。

★フリーダイヤル
　　0120－141－828
★ホームページ
　　http://www.needlemaeda.com
★カタログも無料

鍼灸鍼・鍼灸用具の製造販売

株式会社前田豊吉商店
〒167-0052　東京都杉並区南荻窪1-22-15
TEL : 03-3332-7634　FAX : 03-3332-8117
メールアドレス　harimaeda@pop01.odn.ne.jp

（社）日本鍼灸師会会員の鍼灸院を検索できる

発　行　者：　相馬悦孝
発　行　所：（社）日本鍼灸師会　〒170-0005　東京都豊島区南大塚3-44-14　電話：03-3985-6771
編集責任者：（編集部長）一見隆彦　（編集委員）新谷有紀、秦 宗広
（日鍼会　E-mail : info@harikyu.or.jp　FAX : 03-3985-6622）
制作・印刷：NECデザイン＆プロモーション株式会社

無断掲載を禁ず

この印刷物は環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

　（社）日本鍼灸師会が発行する広報誌「日本鍼灸
師会のけんこう定期便」の創刊にあたり、巻頭には
「インタビュー・この人に聞きたい」を企画し、そ
の取材で、「和食」の素晴らしさを伝えておられる
料理研究家と出会うことができました。
　命の糧となる「食」は毎日出会うものですが、健
康づくりには欠かすことのできない大切なもので、
「日本の食文化の素晴らしさ」を再認識することが
できたと思います。

　また、編集作業期間中にNHK連続テレビ小説「ゲ
ゲゲの女房」が始まり、第７回目の放送で施灸シー
ンが登場しました。その場面の登場に期待に胸をふ
くらませながら、すこしワクワクした気持ちで見て
いましたが、これもひとつの出会いでした。
　今後は内容の充実をめざし、本誌を通じて、多くの
皆さまとの出会いがさらに増えることとなるような誌
面づくりを心がけたいと思います。

（編集部）

診察日および時間・最寄り駅・駐車場の有無・
予約制などの情報が得られます。

(社)日本鍼灸師会ホームページからどうぞ
www.harikyu.or.jp
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